
㸯 めにࡌࡣ

㸯-㸯 ᬒと┠ⓗ⫼ࡢ✲◊

2012(平成24)年度に名古屋市と名古屋港管理組合が共ྠで策定した中川運河再生計画(௨ୗ「再生

計画」という。）では、方針として、ேとே、ேと運河をつなぎ、Ỉや緑、生き≀にぶしめるỈ㎶空

間のᙧ成なをᡴち出している。ලయの施策として、᠁い・にぎわいのある空間の創出、運河や࿘㎶

の歴史資産のಖᏑ・活用や緑地・プロムナーࢻの設置が♧さࢀている。 

 再生計画の策定ᚋにおける取組みとして、名古屋港管理組合では、再生計画に掲げるにぎわい施設

等を誘導するため、2015(平成27)年3月に「中川運河再生計画に基づく沿岸用地の土地貸付に関する

ュࣛビࣞッジ࢟を策定し、沿岸用地にバーミ(。という「ンࣛࢻ࢞」、௨ୗ) ン」注(1)ࣛࢻ࢞

(愛▱ࢻビーओ)や⌆⍄元年(ᐩኈコーヒーओ)なの誘⮴を実⌧してきた。 

さらに、2017(平成29)年度より、Ỉ上交通の活性化に向け、都ᚰと名古屋港を⤖ࡪ「クルーズ名古

屋」の運⯟が㛤ጞさࢀるとともに、市民交ὶ・創㐀活ືのᒎ㛤として、2013(平成25)年度から10年間

にわたり、中川運河を⯙ྎに「A5To&(アーࢺック)10」というアーࢺ活ືへのຓ成事業が実施さࢀる

な中川運河再生に係るᵝࠎな取組みが行わࢀ、にぎわい創出のືきがጞまࡗている。 

更なるにぎわい創出に向けて、᪤Ꮡ緑地であるᇼṆ緑地(௨ୗ、㺀ᇼṆ緑地㺁という㹿)や⪁ᮙ化した

ㆤ岸の補ᙉᕤ事で生まࢀた上部空間を活用したプロムナーࢻが整備さࢀ、沿岸用地が᠁いの空間と

してᶵ⬟しつつある。 

こういࡗたືきが進ࡴ中、中川運河のỈ㎶を活かした㨩ຊ的な都市空間の創出に向け、取組みが進

めらࢀるな中川運河を取りᕳくໃが変化してきており、中川運河の再生を更にຍ㏿化していく

ため、2023(令和5)年10月には、再生計画更新版が策定さࢀた。 

方、全国の港湾緑地においては、民間活ຊを活用して㨩ຊあるにぎわい空間ᶵ⬟を付ຍさࡏたい

ニーズが顕ᅾ化していることをཷけ、国土交通省港湾局は、2022(令和4)年12月、収益施設からᚓら

た収益を港湾緑地の整備や⥔ᣢに還元する事業者に収益施設の設置をྍ⬟にする港湾環境整備計ࢀ

画制度(௨ୗ、㺀みなと緑地PPP㺁という。)を創設した。 

そこで、本研究では、中川運河において、にぎわい空間の創出や緑化の推進に向け、ᇼṆ緑地をྵ

め、みなと緑地PPPの活用による沿岸用地への収益施設の誘導ྍ⬟性について、ࣛࢻ࢞ンとのẚ

㍑を通して明らかにすることを目的とする。  

㸯-㸰 ୰ᕝ㐠Ἑに㛵すࡿ㐣ཤࡢ◊✲

こࢀまで、名古屋都市センターにおいては、中川運河を対象にした研究がከᩘ行わࢀてきた。

2009(平成21)年度の研究では、中川運河の再生に向け、ᚋ、大きく変ㇺするྍ⬟性のあるᇼṆ・㟢

ᶫ地区と港明・中川口地区に着目して取組みのྍ⬟性をᒎᮃした。この研究の⤖果として、ᇼṆ・㟢

ᶫ地区においては、都ᚰのにぎわい空間を目指し、再㛤Ⓨが進めらࢀた「ささしまࣛ24ࣈ地区
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(2017(平成29)年10月全㠃㛤業)」をゼࢀたேࠎが、さらにᇼṆ緑地、㟢ᶫỈฎ理センター、松㔜㛮㛛

をゼࢀることができるように、Ỉ㎶風ᬒの═ᮃや回遊性のある空間整備や土地利用㌿を図り、にぎ

わいの連⥆性を確ಖすることがᮃましいとした。 

また、港明地区においては、ᮾ㑥࢞ス大つᶍᕤ場㊧地(⌧ららࡱーと名古屋みなとアクルス)をど野

にධࢀ、Ⲩ子川公園と港公園を⤖ࡧ回遊性を確ಖし、Ỉと緑の回ᗯにすることで㨩ຊある空間ᙧ成

がᮇᚅできることを明らかにした。また、中川口地区においては、ࣞ 等Ỉ上ࢺベンーࢾ࢝ッタや࢞

ス࣏ーࢶ・ࣞクリ࢚ーションといࡗたこࢀまでの⤒㦂を活かしながら、一ᒙⓎᒎしていくことがᮃま

しいとした。 

2011(平成23)年度の研究では、中川運河の新たな活用に向け、ᮾி、大㜰、ᐩ山における民間事業

者によるỈ㎶の活用事例を調査し、運河の㨩ຊを㧗めるᡭ法として、リノベーションのどⅬ、アーࢺ

のどⅬ、プロムナーࢻのどⅬがᥦ♧さࢀ、ලయの整備・運営方法として、PFI事業や指定管理者制度

の導ධྍ⬟性が♧さࢀた。 

2016(平成28)年度の研究では、中川運河に┦応しい風ᬒのどⅬから研究が行わࢀた。再生計画にお

いて、うるおい、᠁い、にぎわい、㨩ຊの向上、歴史資産、緑地整備、用地の緑化といࡗたᬒほに῝

く関わる࢟ー࣡ーࢻが㢖出していることを㋃ま࠼、再生計画の実⌧に向けて、風ᬒの生成が㔜せとの

ㄆ㆑が♧さࢀた。一方、中川運河࿘㎶における用㏵地ᇦは、‽ᕤ業地ᇦ、ᕤ業地ᇦといࡗたᕤ業系の

用㏵がከく、再生計画の方向性と┦する≧ἣが見らࢀていることを指している。この研究では、

そういࡗた≧ἣの⦆和に向け、学㆑者の中川運河に関する研究⤖果を参考に、中川運河における風

ᬒ、ᬒほの生成について取りまとめるとともに、2009(平成21)年度の研究を㋃ま࠼、ᇼṆ・㟢ᶫ地区

と港明・中川口地区について、風ᬒ生成に資するビジョンのཎを取りまとめた。 

本研究は、こࢀらの研究を㋃ま࠼ながら、みなと緑地PPP導ධによる中川運河の新たな活用のලయ

的な進め方を明らかにする研究として位置づけることができるものと考࠼ている。 

㸰 ᮏ◊✲ࡢᴫほ

㸰-㸯 ᮏ◊✲ࡢᑐ㇟⠊ᅖ

本研究の対象⠊ᅖは、再生計画にあるにぎわい誘導を目指す中川運河の㛗Ⰻᶫ௨の区ᇦ(௨ୗ、

「にぎわいゾーン」という。)とする。(図1参↷) 注(2)

 にぎわいゾーンは、名古屋㥐に㏆いささしまࣛࣈ地区に㞄᥋する「ᇼṆ地区」、ᇼṆ地区から小

ᰩᶫに⮳る「ᨭ⥺」、小ᰩᶫから松㔜㛮㛛に⮳る「ᮾᨭ⥺」、㛗Ⰻᶫから小ᰩᶫに⮳る「ᖿ⥺」

でᵓ成さࢀている。 

ᇼṆ地区では、地区のすഃに「ᇼṆ緑地」が整備さࢀ、᠁いの場として利用さࢀている。また、地

区のᮾഃでは、名古屋市がにぎわい事業者の公募を進めた⤖果、名古屋スࢸーション㛤Ⓨओがᥦし

たホࢸル等の施設の計画が公⾲さࢀており、ᑗ᮶的に、ከくのேでにぎわうことがᮇᚅさࢀている。 

ᖿ⥺では、にぎわい施設を名古屋港管理組合が誘導したとこࢁ、㗪≀ホーロー調理ჾࣛࣈンࢻ

「バーミ࢟ュࣛ」の製㐀・㈍をᡭける愛▱ࢻビーओのయ㦂型」合施設「バーミ࢟ュࣛビࣞッジ」

やᐩኈコーヒーओのⰄ店「⌆⍄元年」が立地し、ከくのேでにぎわࡗている。 

 ᨭ⥺やᮾᨭ⥺では、中川運河の㛤通௨㝆、ᘬき⥆き、港湾関連用地として利用さࢀているものの、

一部においてపᮍ利用の≧態にある。 

 本研究において、「にぎわいゾーン」を対象⠊ᅖとした理⏤は、名古屋㥐に㏆い都ᚰ部に位置して

おり、᪤に港湾計画で緑地に位置付けらࢀ整備さࢀたᇼṆ緑地や௨๓から港湾関連用地として利用

さࢀている用地について、ᑗ᮶的に、収益施設の誘導とともに一⯡市民が緑やỈ㎶をᴦしめるにぎわ
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㸰-㸰 ୰ᕝ㐠Ἑἢᓊ⏝ᆅにࡿࡅ࠾ᅵᆅ⏝ࡢኚとㄢ㢟ࡢᑐᛂ

（㸯）港湾≀ὶ活ືにおける名古屋港Ἀ合へのシࢺࣇ

中川運河は、Ỉ位が一定に⥔ᣢさࢀる㛮㛛ᘧ運河として、1926(大正15)年にᕤ事に着ᡭ、6年ᚋの

1932(和7)年に運河全⥺が౪用㛤ጞさࢀ、ᙜの新⪺では、「ᮾὒ一の大運河」とࢀࡤていた。

また、運河の㛤๐に合わࡗ᥀、ࡏた土を利用して運河୧岸のᩜ地㐀成が行わࢀ、≀ᥭ場や㐨㊰の整

備、土地区画整理事業によるᕤ場等の誘⮴が行わࢀた。

௨ᚋ、中川運河は、はしけやいかࡔによる一大㍺㏦ᖿ⥺としてのᙺ割を果たすとともに、市中ᚰ部

のỈᶵ⬟をཷけᣢつ施設として市民生活をᨭ࠼ることになࡗた。

しかし、和40年௦にධると、㐨㊰⥙の実や㈌≀のコンࢸナ化なの進ᒎにより港湾Ⲵᙺのᙧ態

が変化しጞめ、平成の௦になると、Ἀ合でのᇙめ立てによる名古屋港の整備進ᒎや⯪⯧の大型化、

港湾Ⲵᙺの効⋡化により、中川運河におけるはしけによる㈌≀㍺㏦はࣛࢺック㍺㏦へと㌿した。Ỉ

運利用は1964(和39)年をࣆークにῶᑡし、2010(平成22)年度の通⯟⯪⯧㞘ᩘはࣆークの⣙2㸣⛬

度にまでῶᑡした。

さらに、≀ὶにおけるேᡭ㊊や';注(3)への対応のため、港湾≀ὶ施設の大型化、効⋡化がますま

す進み、港湾≀ὶの中ᚰが名古屋港を横᩿するఀໃ湾岸⮬ື㌴㐨沿いに⛣㌿する中、沿岸用地に立地

する港湾倉庫等は、᧔㏥しつつあり、そࢀにకいపᮍ利用地がⓎ生している。

（㸰）中川運河再生計画の策定

中川運河には、市⾤地における貴㔜なỈ㎶空間として新たな利用のあり方がồめらࢀるようにな

り、名古屋市と名古屋港管理組合は、1993(平成5)年3月には、「中川運河整備基本計画」、2012(平成

24)年には、 「中川運河再生計画」、2023(令和5)年10月には、 「中川運河再生計画更新版」を共ྠで策

ᅗ㸯 ᮏ◊✲ࡢᑐ㇟⠊ᅖ
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定した。こࢀらの計画には、ேࠎの交ὶによる活Ⓨな市民活ືの創出、Ỉ㉁ᨵၿや緑化による市民へ

の᠁いの場のᥦ౪なが掲げらࢀた。 

その中では、特に沿岸用地における港湾≀ὶ空間から᠁いやうるおい空間への㌿、Ỉ㎶を生かし

たまちづくりに㈉⊩する用地の有効活用が♧さࢀた。 

（㸱）港湾≀ὶ空間から᠁いやうるおい空間への㌿にᙜたࡗての課題 

こࢀまで港湾倉庫等に活用さࢀてきた建≀は、⪁ᮙ化や㝞⭉化が進ࡴにつࢀて、᪤Ꮡの建≀が᧔ཤ

さࢀᚎࠎに空地化が進みつつある中、こういࡗたືきをうるおい空間の創出のᶵ会としてとら࠼る

とともに、港湾倉庫等に௦わり、都ᚰに㏆い立地条件を生かした一⯡市民でにぎわうまちづくりに㈉

⊩できるような用地のい方がᶍ⣴さࢀている。 

にぎわいゾーンにおいては、中川運河のỈ㠃を間㏆にᴦしめるプロムナーࢻが㟢ᶫỈฎ理センタ

ーの࿘㎶なから㡰ḟ整備さࢀている。また、運河や松㔜㛮㛛をᮃࡴ沿岸用地を活用したどⅬ場が部

分的に整備さࢀている。 

ᇼṆ地区においては、地区のすഃにᇼṆ緑地が整備さࢀ、᠁いの空間として一⯡市民に利用さࢀて

いる。しかしながら、ᶞ木や芝生、ベンࢳな⡆⣲な施設でᵓ成さࢀているため、一⯡市民をよりᘬ

き付ける㨩ຊというⅬにおいて≀㊊りなさがឤじらࢀる。 

また、かつて港湾倉庫等が立地していた空地には、バーミ࢟ュࣛビࣞッジや⌆⍄元年が立地し、に

ぎわࡗているものの、その効果は、そࢀらの࿘ᅖに㝈定さࢀ、中川運河全యにᣑ大さࡏるンパクࢺ

をᣢち合わࡏていないことが課題と考࠼らࢀる。 

㸱 と⥳ᆅ࡞ࡳ 333 ウ᳨ࡢᑟධྍ⬟ᛶࡢ┈タࡢᆅ⥳‴ ࡓࡋ⏝άࢆ

㸱-㸯  ‴⥳ᆅに┈タࢆㄏᑟすࡿព⩏࡞ࡳࠊと⥳ᆅ 333 ࢺࢵ࣓ࣜ⏝άࡢ

（㸯）収益施設を誘導することによる港湾緑地のᶵ⬟ᣑ大 

港湾緑地は、国土交通省港湾局の資料によると、港湾におけるᑵປ環境や生活環境の向上୪ࡧにⰋ

ዲな⮬↛環境のಖ全や向上等に資する港湾環境整備施設(緑地、ᾏ浜、᳜᱂、広場、休᠁所等)と定⩏

さࢀており、名古屋港においても、港湾緑地の✚ᴟ的な整備や活用がᮇᚅさࢀている。⯡、港湾法

ᨵ正によりみなと緑地PPPが創設さࢀたことから、港湾緑地に収益施設の立地がྍ⬟となり、港湾緑

地が᠁いの空間のみならࡎにぎわい空間の創出にも活用できるྍ⬟性が㧗まࡗてきた。 

例ࡤ࠼、ᇼṆ緑地は、2017(平成29)年度に一部を౪用㛤ጞし、2024(令和6)年4月に全㠃౪用となࡗ

たᶞ木や芝生が広がる港湾緑地であり、一⯡市民の᠁いの場として利用さࢀている。ここに、みなと

緑地PPPを活用し、ྠ緑地に収益施設の誘導を進めることで、᠁いの空間と収益施設がేᏑするにぎ

わい空間を有する㧗度な緑地をᙧ成できるྍ⬟性がある。 

 また、こࢀまで港湾倉庫等に利用さࢀ、名古屋港ཬࡧ⫼ᚋᅪ⤒῭のⓎᒎにᐤしてきたものの、

ᚎࠎに利用さࢀなくなࡗている沿岸用地については、港湾緑地に位置付け、利用㌿することによ

り、緑化の推進とともに、港湾≀ὶ空間から᠁いの空間やにぎわい空間への㌿がྍ⬟になるものと

考࠼らࢀる。 

（㸰）みなと緑地 PPP のᴫせ(図 2 参↷) 

ḟに、港湾緑地に収益施設の誘導をྍ⬟にする制度であるみなと緑地PPPのᴫせについて説明する。

みなと緑地PPPは、2022(令和4)年12月の港湾法ᨵ正にకい、港湾緑地等において、࢙ࣇ࢝等の収益施

設の整備とᙜヱ施設からᚓらࢀる収益を還元して緑地等のリニューアルを行う民間事業者に対し、

緑地等の行政財産の貸付をྍ⬟にするㄆ定制度である。 

この制度が創設さࢀた⫼ᬒとして、港湾緑地は、こࢀまで、港湾でാくேたちの休᠁の場、港湾地
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緑地PPPを活用し、ྠ緑地に収益施設の誘導を進めることで、᠁いの空間と収益施設がేᏑするにぎ

わい空間を有する㧗度な緑地をᙧ成できるྍ⬟性がある。

また、こࢀまで港湾倉庫等に利用さࢀ、名古屋港ཬࡧ⫼ᚋᅪ⤒῭のⓎᒎにᐤしてきたものの、

ᚎࠎに利用さࢀなくなࡗている沿岸用地については、港湾緑地に位置付け、利用㌿することによ

り、緑化の推進とともに、港湾≀ὶ空間から᠁いの空間やにぎわい空間への㌿がྍ⬟になるものと

考࠼らࢀる。

（㸰）みなと緑地 PPP のᴫせ(図 2 参↷)

ḟに、港湾緑地に収益施設の誘導をྍ⬟にする制度であるみなと緑地PPPのᴫせについて説明する。

みなと緑地PPPは、2022(令和4)年12月の港湾法ᨵ正にకい、港湾緑地等において、࢙ࣇ࢝等の収益施

設の整備とᙜヱ施設からᚓらࢀる収益を還元して緑地等のリニューアルを行う民間事業者に対し、

緑地等の行政財産の貸付をྍ⬟にするㄆ定制度である。

この制度が創設さࢀた⫼ᬒとして、港湾緑地は、こࢀまで、港湾でാくேたちの休᠁の場、港湾地

ᇦとఫᏯ地を㝸てる⦆⾪緑地、一⯡市民の᠁いの場としてᶵ⬟してきた。しかしながら、港湾緑地の

⥔ᣢ管理に係る費用の㈇ᢸឤがᙉまࡗてきており、また、民間活ຊを活用して㨩ຊあるにぎわい空間

としたいといࡗたᚲせ性も顕ᅾ化しつつあࡗた。

この制度に対する国のᮇᚅは、みなと緑地PPPの活用により、港湾緑地の管理者は、緑地の整備、

管理に係る財政㈇ᢸの㍍ῶが図らࢀ、民間事業者は、港湾緑地に導ධした収益施設から㛗ᮇ間Ᏻ定的

な収益がᚓらࢀ、一⯡市民は、飲食施設なが実した利౽性、ᛌ㐺性、Ᏻ全性の㧗い港湾緑地をᴦ

しめることである。

なお、国土交通省ホームページにある資料注(4)では、「᪤Ꮡの緑地ではなく、新設の緑地において

も本制度を活用することはྍ⬟ですか㸽というၥいに対し、ྍ⬟です。本制度は、ᚲࡎしも⪁ᮙ化・

㝞⭉化した緑地等のみを対象としているものではࡊࡈいまࢇࡏ。新設の緑地においてもࡈ活用いた

、ࡎていることから、国は、みなと緑地PPPにより、᪤Ꮡの港湾緑地のみならࢀけます。」とグ㍕さࡔ

こࢀまで活用がᅔ㞴であࡗた用地についても、港湾緑地に利用㌿したᚋ、収益施設の誘導を図るこ

とで、にぎわい空間の創出や土地の有効活用が図らࢀることをᮇᚅしていることが❚࠼る。

（㸱）みなと緑地 PPP の࣓リッࢺ

国土交通省の資料では、みなと緑地PPPの活用࣓リッࢺとして、Ỉ㝿⥺を活用した㉁の㧗いにぎわ

い空間の創出、民間資㔠の活用による緑地の整備、管理にかかる財政㈇ᢸの㍍ῶながิᣲさࢀてい

る。

みなと緑地PPPを本研究の対象であるにぎわいゾーンで活用する1つ目の࣓リッࢺとして、港湾緑

地は、収益施設を誘導できるとはい࠼、公共ンࣛࣇであることを理⏤として、緑化をྵめた基┙整

備に国のᨭがཷけらࢀるため、収益施設の設置を考࠼る民間事業者が㨩ຊをឤじやすくさࡏる

組みとなࡗていることにある。

2つ目として、港湾緑地内に設置さࢀた収益施設の利用者のみならࡎ、その収益施設を利用しない

方もᩜ地に立ちධࡗてᴦしࡴことがྍ⬟となることにある。名古屋港管理組合では、ࣛࢻ࢞ンを

ᅗ㸰 と⥳ᆅ࡞ࡳ 333 ࢪ࣮࣓ᆅ⥳‴ ࡓࡋ⏝άࢆ ฟ㸸ᅜᅵ㏻┬
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策定し、公募により沿岸用地を収益事業者に貸付している。しかしながら、収益事業者が設置した施

設は、利用者でにぎわࡗているものの、一⯡市民が㏆ᐤりがたいといࡗた課題をᢪ࠼ており、そのゎ

Ỵに向けては、沿岸用地を港湾緑地に利用㌿することにより、沿岸用地に一定の公共性を確ಖする

ことがᚲせとなる。 

 最ᚋに3つ目として、港湾緑地は公共ンࣛࣇであるが࠼ࡺに、行政が⋡先して港湾緑地の立地条

件やコンセプࢺに合⮴したከ✀ከᵝな収益施設を誘導できることにある。 

 みなと緑地PPPの活用により、こࢀまでは、᠁いの空間に㐣ぎなかࡗた港湾緑地や、ࡦいては、こ

ていた用地においても、収益施設を誘導し、にぎわい空間を創出ࢀまで港湾関連用地として利用さࢀ

できることがᮇᚅさࢀている。 

㸱-㸰 ┈タࡢㄏᑟにᚲせ࡞㡯ᩚࡢ⌮ཬび᳨ウ

収益事業者が、沿岸用地に収益施設の設置を検討する場合、集客にᚲせなアクセスのⰋさや用地の

いやすさを㔜どするものと考࠼らࢀる。そこで、沿岸用地のうち、ᇼṆ緑地、港湾緑地への㌿ྍ

⬟用地(ᖿ⥺、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺)の⌧≧について調査した。 

㸱-㸰-㸯 ❧ᆅ᮲௳ࡢ☜ㄆ�┈タࡢタ⨨ࡸࡋすࢫࢭࢡࠊࡉᛶ� 

（㸯）収益施設の設置しやすさの≧ἣ 

ᇼṆ緑地は、㠃✚が 1KD あり、土地のᙧ≧もⰋく、収益施設の立地条件が整ࡗているものと考࠼ら

る。ᖿ⥺は土地のዟ行がࢀ 36P あり、まとまࡗた土地を確ಖできるྍ⬟性のある㨩ຊ的な条件であ

る。しかしながら、ᨭ⥺やᮾᨭ⥺は、土地のዟ行が 9㹫と⊃く、収益施設の設置には制⣙がከい≧

ἣである。 

（㸰）アクセス性の≧ἣ(最ᐤり㥐からのᚐṌ所せ間) 

ᇼṆ緑地は、名古屋⮫ᾏ㧗㏿㕲㐨あおなみ⥺ささしまࣛࣈ㥐(௨ୗ、「ささしまࣛࣈ㥐」とい

う。)からᚐṌ 5 分⛬度であるが、名古屋㥐からはᚐṌ 20 分௨上せする立地条件にある。(図 3 参↷) 

ᖿ⥺、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺は、名古屋㥐からやや㊥㞳があり、アクセス性に課題がある。ᮾᨭ⥺につ

いては、名㕲山⋤㥐に㏆いものの、ᨭ⥺やᖿ⥺は、名㕲山⋤㥐やささしまࣛࣈ㥐からᚐṌで 10

分௨上せし、バス㊰⥺に㢗らࡊるをᚓない≧ἣである。ヲ⣽は⾲ 1 の通りである。 
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図３ ᇼṆ⥳地ࠊᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺ࠊᖿ⥺

と名古屋㥐との⨨関ಀ 

出典：୰ᕝ㐠Ἑにࡂわいࢰーン にࡂわい

成プロ࢙ࢪクࢺ�ᖹ成 29 年 3 ᭶� 

表１ ᇼṆ⥳地ࠊᖿ⥺ࠊᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺における

収┈タのタ⨨しやすさࠊクࢭス性の関ಀ 
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（㸰）アクセス性の≧ἣ(最ᐤり㥐からのᚐṌ所せ間)

ᇼṆ緑地は、名古屋⮫ᾏ㧗㏿㕲㐨あおなみ⥺ささしまࣛࣈ㥐(௨ୗ、「ささしまࣛࣈ㥐」とい

う。)からᚐṌ 5 分⛬度であるが、名古屋㥐からはᚐṌ 20 分௨上せする立地条件にある。(図 3 参↷)

ᖿ⥺、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺は、名古屋㥐からやや㊥㞳があり、アクセス性に課題がある。ᮾᨭ⥺につ

いては、名㕲山⋤㥐に㏆いものの、ᨭ⥺やᖿ⥺は、名㕲山⋤㥐やささしまࣛࣈ㥐からᚐṌで 10

分௨上せし、バス㊰⥺に㢗らࡊるをᚓない≧ἣである。ヲ⣽は⾲ 1 の通りである。

ᅗ㸱 ᇼṆ⥳ᆅࠊᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺ࠊᖿ⥺

とྡྂᒇ㥐とࡢ⨨㛵ಀ

ฟ㸸୰ᕝ㐠Ἑに࣮ࣥࢰ࠸ࢃࡂ に࠸ࢃࡂ

ᡂࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�ᖹᡂ ��ᖺ �᭶�

⾲㸯 ᇼṆ⥳ᆅࠊᖿ⥺ࠊᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺にࡿࡅ࠾

┈タࡢタ⨨ࡸࡋすࢫࢭࢡࠊࡉᛶࡢ㛵ಀ

（㸱）立地条件の⌧≧ㄆ㆑と対応 

このような条件のୗでは、収益事業者に対し、収益施設の設置をാきかけることはᅔ㞴である。と

はい࠼、このような≧ἣのᨵၿが進まないと沿岸用地が遊休化し、一⯡市民の立ちᐤりにくい活Ẽの

ない場所となるᜍࢀがあるため、一⯡市民や収益事業者に、中川運河の有する₯ᅾ的価値をッồでき

るようにするための施策に取り組ࡴᚲせがあるとᛮわࢀる。 

㸱-㸰-㸰 ┈タࡢタ⨨ࡸࡋすࡉと୍⯡ᕷẸࢫࢭࢡࡢᛶࡢ㛵ಀࡽぢࡓἢᓊ⏝ᆅࡢ⌧ᅾ⨨ 

沿岸用地が、収益施設の設置しやすさや一⯡市民のアクセス性のほⅬからのような位置づけに

あるか分かりやすく♧すために、収益施設の設置しやすさ(用地の広さ、いやすさ)を横㍈、アクセ

ス性(立ちᐤりやすさ)を⦪㍈としたマࢺリックス⾲をస成した。マࢺリックス⾲をస成した理⏤は、

沿岸用地の⌧≧と目指す目ᶆ(にぎわい空間の創出に資する収益施設の誘導)との関係を明確にして、

ᨵၿのᚲせ性をᾋき᙮りにするためである。そこで、沿岸用地を、ᇼṆ緑地、ᖿ⥺、ᨭ⥺、ᮾᨭ

⥺の 4 つに分㢮し、マࢺリックス⾲に落とし㎸ࡔࢇ。(図 4 参↷)  

（㸯）ᇼṆ緑地 

アクセス性においては、ささしまࣛࣈ㥐からᚐṌ 5 分⛬度とアクセスしやすい立地条件にある

ものの、名古屋㥐からはᚐṌで 20 分௨上せし、ከくのேࠎにとࡗて㐲くឤじらࢀるྍ⬟性もあると

考࠼らࢀるため、ややアクセスしやすいとした。また、収益施設の設置しやすさにおいては、都ᚰか

ら㏆く、緑地㠃✚が⣙ 1KD とつᶍ的には༑分であるものの、㏆㞄の商業施設との競合により、収益施

設の設置がᛮうように進まないྍ⬟性もあると考࠼、やや設置しやすいとした。 

（㸰）ᖿ⥺ 

アクセス性においては、名㕲山⋤㥐からᚐṌで 10～20 分⛬度せするため、アクセスしづらいとし

た。また、収益施設の設置しやすさにおいては、こࢀまでに、バーミ࢟ュࣛビࣞッジや⌆⍄元年が進

出しており、まとまࡗた土地が確ಖできࡤࢀ収益事業者が進出しやすくなると考࠼らࢀるため、設置

しやすいとした。 

（㸱）ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺ 

ᨭ⥺は、アクセス性においては、ささしまࣛࣈ㥐や名㕲山⋤㥐からᚐṌ 10～20 分⛬度せする

ため、アクセスしづらいとした。また、収益施設の設置しやすさにおいて、土地のዟ行が 9P しかな

く、土地のい方が制㝈さࢀるため、設置しづらいとした。 

ᮾᨭ⥺は、アクセス性においては、名㕲山⋤㥐からᚐṌ 5～10 分⛬度と、ẚ㍑的アクセスしやす

く、㥐に㏆い立地条件を生かした収益施設の誘導ྍ⬟性があるため、ややアクセスしやすいとした。

一方、収益施設の設置しやすさにおいて、土地のዟ行がᨭ⥺とྠᵝに 9P しかなく、土地のい方

が制㝈さࢀるため、設置しづらいとした。 

（㸲）まとめ 

こࢀまで㏙たように、マࢺリックス⾲を活用することにより、沿岸用地における収益施設の設置

しやすさやアクセス性は、場所によࡗて大きく␗なることが明らかになࡗた。このことから、ྛ のࠎ

場所に応じた㐺ษなᨵၿ策が行わࢀ、収益施設の設置しやすさや一⯡市民のアクセス性がᨵၿさࢀ

ることにより、付ຍ価値の㧗い都市空間として༑分に活用さࢀるものと考࠼らࢀる。 
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㸱-㸰-㸱 ┈タࡢㄏᑟྍࢆ⬟にすࡿᨵၿ⟇᳨ࡢウ

（㸯）収益施設の設置しやすさのᨵၿ策(Ỉ㠃へのᾋᱞᶫの設置)

ここでは、土地のዟ行が 9㹫しかないᨭ⥺、ᮾᨭ⥺の沿岸用地における収益施設の設置しやすさ

のᨵၿ策について考࠼る。この用地の特➹すきⅬは、沿岸用地や港湾緑地が、Ỉ位の変ືのない✜

やかなỈ㠃に㠃していることである。そのため、Ỉ㠃の活用を๓ᥦとした収益施設の設置を促すこと

図 5 にᾋᱞᶫの設置≧ἣ真を掲㍕した。ᾋᱞᶫは、ձỈ上アクࢸビࢸを一⯡市民がᴦしࡴ

ためのᣐⅬとして確ಖしたい場合、ղㆤ岸がỈ㠃から㧗い位置にあるため、一⯡市民がỈ㠃に㏆づい

てᩓ策をᴦしめるようにしたい場合、ճ⯪場所を設置したい場合に活用さࢀている。

この、ᾋᱞᶫにࢸーࣈルやいすを設置して休᠁場所として活用できࡤࢀ、沿岸用地と一యでにぎ

わい空間としてᶵ⬟するものと考࠼らࢀる。

ᅗ４ ┈タࡢタ⨨ࡸࡋすࡉと୍⯡ᕷẸࢫࢭࢡࡢᛶࡢ㛵ಀ

ᅗ５ ᾋᱞᶫࡢタ⨨≧ἣ

ሙᡤ ᕥ㸸ᶓᕷᒸᕝᱜᱞᶫࠊ୰ኸ㸸㧗▱ᕷᇼᕝᾋᱞᶫྑࠊ㸸ᮾရᕝᾏୖබᅬ⯪╔ሙ

ฟ ᕥ㸸ᅜࢃまࡾࡃ࡙ࡕ 0$3�ᅜᅵ㏻┬� ୰ኸ㸸᪂㧗▱ほග㐟ぴ⯪ࡢ +3 ྑ㸸ရᕝ༊ࡢ +3

は、᪤に┈設が設⨨ࡉれているのබᅬとのᕪูをᅗり、୍ ⯡市民に、わࡊわࡊ行ࡁたくなる

 ‴⥳地としてㄆ▱してࡶらうためにࡶ重要と⪃࠼る。 
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㸱-㸰-㸱 ┈タࡢㄏᑟྍࢆ⬟にすࡿᨵၿ⟇᳨ࡢウ

（㸯）収益施設の設置しやすさのᨵၿ策(Ỉ㠃へのᾋᱞᶫの設置)

ここでは、土地のዟ行が 9㹫しかないᨭ⥺、ᮾᨭ⥺の沿岸用地における収益施設の設置しやすさ

のᨵၿ策について考࠼る。この用地の特➹すきⅬは、沿岸用地や港湾緑地が、Ỉ位の変ືのない✜

やかなỈ㠃に㠃していることである。そのため、Ỉ㠃の活用を๓ᥦとした収益施設の設置を促すこと

図 5 にᾋᱞᶫの設置≧ἣ真を掲㍕した。ᾋᱞᶫは、ձỈ上アクࢸビࢸを一⯡市民がᴦしࡴ

ためのᣐⅬとして確ಖしたい場合、ղㆤ岸がỈ㠃から㧗い位置にあるため、一⯡市民がỈ㠃に㏆づい

てᩓ策をᴦしめるようにしたい場合、ճ⯪場所を設置したい場合に活用さࢀている。

この、ᾋᱞᶫにࢸーࣈルやいすを設置して休᠁場所として活用できࡤࢀ、沿岸用地と一యでにぎ

わい空間としてᶵ⬟するものと考࠼らࢀる。

ᅗ４ ┈タࡢタ⨨ࡸࡋすࡉと୍⯡ᕷẸࢫࢭࢡࡢᛶࡢ㛵ಀ

ᅗ５ ᾋᱞᶫࡢタ⨨≧ἣ

ሙᡤ ᕥ㸸ᶓᕷᒸᕝᱜᱞᶫࠊ୰ኸ㸸㧗▱ᕷᇼᕝᾋᱞᶫྑࠊ㸸ᮾရᕝᾏୖබᅬ⯪╔ሙ

ฟ ᕥ㸸ᅜࢃまࡾࡃ࡙ࡕ 0$3�ᅜᅵ㏻┬� ୰ኸ㸸᪂㧗▱ほග㐟ぴ⯪ࡢ +3 ྑ㸸ရᕝ༊ࡢ +3

は、᪤に┈設が設⨨ࡉれているのබᅬとのᕪูをᅗり、୍ ⯡市民に、わࡊわࡊ行ࡁたくなる

 ‴⥳地としてㄆ▱してࡶらうためにࡶ重要と⪃࠼る。 

（㸰）一⯡市民のアクセス性のᨵၿ策 

ᇼṆ緑地については、ささしまࣛࣈ㥐からᚐṌᅪ内にあることを▱らしめるとともに、⌧ᅾ運行

している名古屋㥐からささしまࣛࣈ地区を⤖ࡪ「ささしま࢙࢘ル࢝ムバス」について、ᇼṆ緑地ま

での㊰⥺ᘏఙをാきかけることがྍ⬟と考࠼らࢀる。 

一方、ᖿ⥺やᨭ⥺、ᮾᨭ⥺の࿘㎶環境は、小つᶍなᕤ場が立ち୪ࡧ、ఫᏯはከくない≧ἣであ

るため、公共交通ᶵ関の実はᮇᚅしづらいとᛮわࢀる。そのため、ᚐṌでの᮶ゼ者向けにプロムナ

ーࢻを整備し、回遊性や連ᆠ性を確ಖすることにより、一⯡市民がᐜ᫆にᩓ策できる環境を整࠼るこ

とが㔜せと考࠼らࢀる。 

とりわけ、ᖿ⥺は、用地に༑分なዟ行があるため、༑分なྎᩘの㥔㌴場を確ಖすることにより、

ᮾᨭ⥺は、名㕲山⋤㥐からᚐṌ 5～10 分と、利౽性が㧗いため、㥐において内┳ᯈを設置すること

により、アクセス性のᝏさを࢝バーできるྍ⬟性がある。  

㸱-㸱 ᅵᆅ⟶⌮⪅ࠊ┈ᴗ⪅୍ࠊ⯡ᕷẸࡽぢࡓ┈タࡢタ⨨ࡾ࠶ࡢ᪉

沿岸用地への収益施設の誘導にᙜたࡗては、その施設に関わるᵝࠎな立場の方を考៖することが

ᮃましい。土地を管理する立場では、確実な収益確ಖがồめらࢀ、収益施設の設置を検討する事業者

の立場では、㈇ᢸする地௦をྵめ事業᥇⟬性の確ಖがồめらࢀる。また、運河をゼࢀる一⯡市民の立

場では、立地する収益施設のみならࡎ、公共ンࣛࣇとしての利用ᶵ会のᣑ大をᮇᚅしているものと

考࠼らࢀる。 

そのため、沿岸用地への収益施設の誘導方法について、はじめに、土地管理者(港湾緑地の管理者)

の収益性に着目し、ᖿ⥺、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺ࡈとにẚ㍑した。ḟに、一⯡市民の立ちᐤりやすさや収

益事業者の㈇ᢸ㢠、港湾緑地の効果のどⅬからも検討し、総合的などⅬで取りまとめた。なお、ᇼṆ

緑地は、収益施設の誘導の条件が整ࡗていると考࠼、ここでは対象としなかࡗた。 

（㸯）土地管理者の地௦収ධ 

㸯）ᖿ⥺ 

収益施設の誘導方法として、収益施設の誘導を๓ᥦとしたみなと緑地 PPP の活用、収益施設の誘導

実⦼のあるࣛࢻ࢞ンの活用の 2 通りある。みなと緑地 PPP の場合は、⥔ᣢ管理費は収益事業者

が㈇ᢸするものの、土地管理者は、収益施設の建築㠃✚┦ᙜ分の地௦収ධを確ಖでき、ࣛࢻ࢞ン

の場合は、土地管理者がᩜ地全ての地௦収ධを確ಖできるものとしてヨ⟬した。⤖果は௨ୗの通りで

ある。(⾲ 2 参↷) 
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表２ 収┈タのㄏᑟ方ἲูの収ධẚ㍑�ᖿ⥺� 



収ᨭẚ㍑の⤖果、ᖿ⥺においては、土地の収益性が㧗く、収益施設の誘導実⦼のあるࣛࢻ࢞

ンが有利であると考࠼らࢀる。

㸰）ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺ 

収益施設の誘導方法として、ᖿ⥺とྠᵝに 2 通りについてヨ⟬した。なお、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺は、

土地がഴᩳしていることから、収益施設の設置を促進するため、土地を平ᆠにする土地㐀成ᕤ事を行

うものとした。ヨ⟬⤖果は௨ୗの通りである。(⾲ 3 参↷) 

収ᨭẚ㍑の⤖果、ᨭ⥺・ᮾᨭ⥺においても、ࣛࢻ࢞ンが有利であると考࠼らࢀる。しかしな

がら、収益施設の誘導実⦼がないことから、実務的には㞴しいุ᩿がồめらࢀると考࠼らࢀる。 

（㸰）収益事業者のᨭ出 

沿岸用地に収益事業者が、収益施設を設置しようとする場合、地௦や緑地の⥔ᣢ費は考៖すきせ

⣲となる。 

港湾緑地において収益施設を設置する場合、収益事業者の地௦㈇ᢸは、収益施設の建築㠃✚┦ᙜ分

で῭ྍࡴ⬟性があり、ᩜ地すての地௦㈇ᢸがồめらࢀるࣛࢻ࢞ンより㈇ᢸは㍍ῶさࢀる。(⾲

4 参↷) 

（㸱）一⯡市民の立ちᐤりやすさ 

港湾緑地は、公共ンࣛࣇであり一⯡市民が⮬⏤に立ちධることのできる᠁いの場として活用さ

᮶ゼ目的がよりるなࢀなᴦしみがᚓらࠎている。港湾緑地に収益施設がຍわることで、そこでⰍࢀ

明確になり、港湾緑地の㨩ຊ度が向上するྍ⬟性がある。 

（㸲）港湾緑地の効果 

 ‴⥳地には、Ᏻらࡂを࠼る᠁いの✵間のに、⏘ᴗάືにకうᙳ㡪を⦆するための⦆⾪ᶵ

⬟をはࡌめ、地ᇦにおける㢼⮴⨾観をᙧᡂしたり、ྛ ⥳地のືࢳ࣮ࣟࣉ⥺にἢࡗた⥳㐨や⥳地ෆ

のᶞᮌ等にࡼり⎔ቃをಖしたりするためのಟ景ᶵ⬟がある。ἢᓊ⏝地に⥳地を㓄⨨することで、

┈設のㄏᑟにࡼるにࡂわい✵間のᙧᡂの、地ᇦにおける⎔ቃᨵၿやᛌ㐺ᛶのྥୖといࡗたຠ

ᯝࡶᮇᚅでࡁると⪃࠼られる。 
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表３ 収┈タのㄏᑟ方ἲูの収ධẚ㍑�ᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺� 

表４ 収┈ᴗ者のᨭ出ẚ㍑ 



収ᨭẚ㍑の⤖果、ᖿ⥺においては、土地の収益性が㧗く、収益施設の誘導実⦼のあるࣛࢻ࢞

ンが有利であると考࠼らࢀる。

㸰）ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺

収益施設の誘導方法として、ᖿ⥺とྠᵝに 2 通りについてヨ⟬した。なお、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺は、

土地がഴᩳしていることから、収益施設の設置を促進するため、土地を平ᆠにする土地㐀成ᕤ事を行

うものとした。ヨ⟬⤖果は௨ୗの通りである。(⾲ 3 参↷)

収ᨭẚ㍑の⤖果、ᨭ⥺・ᮾᨭ⥺においても、ࣛࢻ࢞ンが有利であると考࠼らࢀる。しかしな

がら、収益施設の誘導実⦼がないことから、実務的には㞴しいุ᩿がồめらࢀると考࠼らࢀる。

（㸰）収益事業者のᨭ出

沿岸用地に収益事業者が、収益施設を設置しようとする場合、地௦や緑地の⥔ᣢ費は考៖すきせ

⣲となる。

港湾緑地において収益施設を設置する場合、収益事業者の地௦㈇ᢸは、収益施設の建築㠃✚┦ᙜ分

で῭ྍࡴ⬟性があり、ᩜ地すての地௦㈇ᢸがồめらࢀるࣛࢻ࢞ンより㈇ᢸは㍍ῶさࢀる。(⾲

4 参↷) 

（㸱）一⯡市民の立ちᐤりやすさ

港湾緑地は、公共ンࣛࣇであり一⯡市民が⮬⏤に立ちධることのできる᠁いの場として活用さ

᮶ゼ目的がよりるなࢀなᴦしみがᚓらࠎている。港湾緑地に収益施設がຍわることで、そこでⰍࢀ

明確になり、港湾緑地の㨩ຊ度が向上するྍ⬟性がある。

（㸲）港湾緑地の効果

⾲㸱 ┈タࡢㄏᑟ᪉ἲูࡢධẚ㍑�ᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺�

⾲４ ┈ᴗ⪅ࡢᨭฟẚ㍑

 ‴⥳地には、Ᏻらࡂを࠼る᠁いの✵間のに、⏘ᴗάືにకうᙳ㡪を⦆するための⦆⾪ᶵ

⬟をはࡌめ、地ᇦにおける㢼⮴⨾観をᙧᡂしたり、ྛ ⥳地のືࢳ࣮ࣟࣉ⥺にἢࡗた⥳㐨や⥳地ෆ

のᶞᮌ等にࡼり⎔ቃをಖしたりするためのಟ景ᶵ⬟がある。ἢᓊ⏝地に⥳地を㓄⨨することで、

┈設のㄏᑟにࡼるにࡂわい✵間のᙧᡂの、地ᇦにおける⎔ቃᨵၿやᛌ㐺ᛶのྥୖといࡗたຠ

ᯝࡶᮇᚅでࡁると⪃࠼られる。 

（㸳）まとめ

沿岸用地への収益施設の誘導方法の検討にᙜたり、はじめに、土地の収益性に着目してヨ⟬したと

こࢁ、土地の収益性の㧗いࣛࢻ࢞ンによる誘導が有効であることが分かࡗた。しかしながら、収

益事業者の地௦㈇ᢸが大きくなるため、事業者の進出ุ᩿がᅔ㞴になるྍ⬟性があること、また、収

益事業者の⚾ᶒがⓎ生するため、一⯡市民が立ちᐤりにくくなるといࡗた課題のあることも分かࡗ

た。

このことから、土地管理者が収益施設の誘導を進めるのであࡤࢀ、事業者や一⯡市民の立場におい

ては、港湾緑地におけるみなと緑地 PPP を活用した収益施設の設置をᮇᚅするのではないかと考࠼

らࢀる。

沿岸用地のうち、ᖿ⥺については、土地に༑分なዟ行があࡗて利用しやすく、土地管理者、収益

事業者の方が収益性を㧗めることができるため、ࣛࢻ࢞ンによる誘導が有効と考࠼らࢀる。

方、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺については、土地がいにくく収益性がపいことから、港湾緑地として整備を進

めながら、収益事業者の地௦㈇ᢸが㍍ῶさࢀるみなと緑地 PPP による誘導が⌧実的と考࠼らࢀる。

㸱-４ ୰ᕝ㐠Ἑἢᓊ⏝ᆅに㐺ࡓࡋ┈タࡢ

こࢀまでの検討を参考に、ᇼṆ緑地、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺において定がྍ⬟な収益施設の例をᥦ♧す

る。なお、ᖿ⥺については、収益施設の設置が実⌧しているため割愛した。

（㸯）ᇼṆ緑地における収益施設

Ỉ㝿⥺を活用した収益施設の事例として、2008(平成20)年9月にᐩ山┴ᐩᒾ運河環Ỉ公園に初の公

園内店⯒を出店した「スターバックスコーヒージャパンᐩ山環Ỉ公園店」がある。(図6参↷)また、

港湾緑地における収益施設として、2021(令和3)年8月にオープンした横浜港新港緑地の࢝ップࢾー

。施設があるࢢンࣆンࣛࢢルミュージアムパーク内のࢻ

また、Ỉ㠃を活用した収益施設の事例として、ᮾி港や大㜰港においてỈ上ࣞスࣛࢺンがある。(図

7参↷)(2006(平成18)年2月に、ᮾி都品川区ኳ⋤Ὢに「Ỉ上ࣛ࢘ンジ:AT(5/IN(」が、2020(令和2)年

1月には、大㜰市大正区ᑼ↓川のㆤ岸㝿に、飲食施設をྵࡴ」合施設「T8*%2AT TAIS+2(タ࣎ࢢーࢺ大

正）」がオープンしている。）

本緑地は、ささしまࣛࣈ地区に㞄᥋すること、また、ᇼṆ地区のᮾഃで、ホࢸル等の㛤Ⓨ計画が

公⾲さࢀたことから、先に㏙た事例を参考に、ྠ 緑地のỈ㠃をᮃめる特ᚩを生かした収益施設を設

置していくことが㐺ษと考࠼らࢀる。

ᅗ㸵 Ỉୖࣞࣥࣛࢺࢫ㸦ᕥ㸸Ỉୖࣛࢪࣥ࢘ ࠊ)1,/5)$7:

ྑ㸸78*%2$7 ṇ㸧㸧ࢺ࣮࣎ࢢࢱ�6+2,7$

ฟ ᕥ㸸ᅜᅵ㏻┬ࡢ +3 ྑ㸸㜰ᗓࡢ +3

ᅗ㸴 Ỉ㎶ࢆᮃめ࢙ࣇ࢝ࡿ

ฟ ᐩᒣᕷほග༠ࡢ +3
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（㸰）緑地への㌿ྍ⬟用地(ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺)における収益施設 

国土交通省の資料に、空地が屋ྎ・コンࢸナ࢘ࣁス、オープンスペース・㥔㌴場、緑地・⳯園等と

して活用さࢀている事例が⤂さࢀており、そࢀを参考に、ᙜ用地における設置ྍ⬟性のある収益施

設を定した。ᨭ⥺は、㕲㐨の最ᐤり㥐から㐲いこと、また、用地がいにくく収益施設が設置し

づらいことから、コンࢸナ࢘ࣁスを活用するな初ᮇᢞ資がᑡなく⡆᫆なᵓ築≀による収益施設や、

、ࢇࢁࡴ。るࢀら࠼るため、⌧実的と考ࢀ㈍㌴も収益事業者の㈇ᢸが㍍ῶさື⛣ーな࢝ンࢳッ࢟

収益施設の誘導に向けては、ベンࢺ等で中川運河のㄆ▱度を㧗めつつ、収益施設が設置できる環境

づくりもᚲせと考࠼らࢀる。 

なお、ࣛࢻ࢞ンにより、⌆⍄元年やバーミ࢟ュࣛビࣞッジといࡗた収益施設を誘導している

が、こࢀらの施設は、ྛ企業のಶ性や収益性を㔜どしたものとなࡗている。 

４ ୰ᕝ㐠Ἑにࡿࡅ࠾ ‴⥳ᆅࡢ㧗ᗘにྥࡅて

４-㸯 ᚲせࣉࢵࢸࢫ࡞

こࢀまでに、中川運河の沿岸用地における港湾緑地の㧗度化(港湾緑地に収益施設を誘導すること

によるにぎわい空間の創出や緑化の推進)のྍ⬟性を明らかにするため、はじめに、港湾緑地に収益

施設を誘導するព⩏やそࢀをྍ⬟にするみなと緑地 PPP を活用する࣓リッࢺについて整理した。ḟ

に、収益施設の設置しやすさとアクセス性の関係から沿岸用地における収益施設の設置ྍ⬟性をᢕ

ᥱするとともに、収益施設の誘導に向けたᨵၿ策や中川運河に㐺したỈ㎶やỈ㠃を活用した収益施

設をᥦした。また、土地管理者、収益事業者、一⯡市民といࡗた␗なる立場から見た収益施設の設

置のあり方についても検討した。 

௨上を㋃ま࠼、港湾緑地の㧗度化にᚲせな事㡯について、௨ୗのとおりまとめた。 

 㸯ࣉࢵࢸࢫ࣭

ἢᓊ⏝ᆅにࡿࡅ࠾┈タࡢタ⨨ࡸࡋす୍ࡸࡉ⯡ᕷẸࢫࢭࢡࡢᛶࡢᨵၿ 

 㸰ࣉࢵࢸࢫ࣭

と⥳ᆅ࡞ࡳ 333  ㄏᑟࡢ┈タࡓࡋᆅに㐺⥳‴ ࡢ୰ᕝ㐠Ἑࡓࡋ⏝άࢆ

そこで、㸰つのスࢸップについて、௨ୗのとおりලయ的にᥦする。(図 8 参↷) 

 ᨵၿࡢᛶࢫࢭࢡࡢᕷẸ⯡୍ࡸࡉすࡸࡋ⨨タࡢ┈タࡿࡅ࠾㸯 ἢᓊ⏝ᆅにࣉࢵࢸࢫ

（㸯）収益施設の設置しやすさのᨵၿ 

収益事業者が施設を設置しやすいと考࠼る条件は、施設配置な用地のい方に制⣙がᑡなく、㐺

正な㈤料が設定さࢀていることである。そのため、土地管理者において、収益施設の収益性に応じ、

用地の貸付㠃✚や地௦をᰂ㌾に設定したり、土地㐀成や㥔㌴場、ᾋᱞᶫ、ࣞࢺな基┙施設の整備

を行ࡗたりすることがᚲせになる。 

（㸰）一⯡市民のアクセス性のᨵၿ 

一⯡市民のアクセス性向上策として、名古屋市営バスやささしま࢙࢘ル࢝ムバスといࡗた᪤Ꮡバ

ス㊰⥺の実はもとより、㥔㌴場の設置や、回遊性や連ᆠ性が確ಖできるプロムナーࢻ整備、最ᐤり

㥐における内┳ᯈの設置、Ỉ上交通の利౽性が㧗まる小型⯪用係␃施設の整備が考࠼らࢀる。 

と⥳ᆅ࡞ࡳ 㸰ࣉࢵࢸࢫ 333  ㄏᑟࡢ┈タࡓࡋᆅに㐺⥳‴ ࡢ୰ᕝ㐠Ἑࡓࡋ⏝άࢆ

スࢸップ㸯の実施により、収益施設の誘導を進めるための環境整備が整ࡗたẁ㝵において、中川運

河に┦応しい収益施設の誘導を進めることがྍ⬟となる。 
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（㸰）緑地への㌿ྍ⬟用地(ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺)における収益施設

国土交通省の資料に、空地が屋ྎ・コンࢸナ࢘ࣁス、オープンスペース・㥔㌴場、緑地・⳯園等と

して活用さࢀている事例が⤂さࢀており、そࢀを参考に、ᙜ用地における設置ྍ⬟性のある収益施

設を定した。ᨭ⥺は、㕲㐨の最ᐤり㥐から㐲いこと、また、用地がいにくく収益施設が設置し

づらいことから、コンࢸナ࢘ࣁスを活用するな初ᮇᢞ資がᑡなく⡆᫆なᵓ築≀による収益施設や、

、ࢇࢁࡴ。るࢀら࠼るため、⌧実的と考ࢀ㈍㌴も収益事業者の㈇ᢸが㍍ῶさື⛣ーな࢝ンࢳッ࢟

収益施設の誘導に向けては、ベンࢺ等で中川運河のㄆ▱度を㧗めつつ、収益施設が設置できる環境

づくりもᚲせと考࠼らࢀる。 

なお、ࣛࢻ࢞ンにより、⌆⍄元年やバーミ࢟ュࣛビࣞッジといࡗた収益施設を誘導している

が、こࢀらの施設は、ྛ企業のಶ性や収益性を㔜どしたものとなࡗている。 

４ ୰ᕝ㐠Ἑにࡿࡅ࠾ ‴⥳ᆅࡢ㧗ᗘにྥࡅて

４-㸯 ᚲせࣉࢵࢸࢫ࡞

こࢀまでに、中川運河の沿岸用地における港湾緑地の㧗度化(港湾緑地に収益施設を誘導すること

によるにぎわい空間の創出や緑化の推進)のྍ⬟性を明らかにするため、はじめに、港湾緑地に収益

施設を誘導するព⩏やそࢀをྍ⬟にするみなと緑地 PPP を活用する࣓リッࢺについて整理した。ḟ

に、収益施設の設置しやすさとアクセス性の関係から沿岸用地における収益施設の設置ྍ⬟性をᢕ

ᥱするとともに、収益施設の誘導に向けたᨵၿ策や中川運河に㐺したỈ㎶やỈ㠃を活用した収益施

設をᥦした。また、土地管理者、収益事業者、一⯡市民といࡗた␗なる立場から見た収益施設の設

置のあり方についても検討した。

௨上を㋃ま࠼、港湾緑地の㧗度化にᚲせな事㡯について、௨ୗのとおりまとめた。

㸯ࣉࢵࢸࢫ࣭

ἢᓊ⏝ᆅにࡿࡅ࠾┈タࡢタ⨨ࡸࡋす୍ࡸࡉ⯡ᕷẸࢫࢭࢡࡢᛶࡢᨵၿ 

㸰ࣉࢵࢸࢫ࣭

と⥳ᆅ࡞ࡳ 333  ㄏᑟࡢ┈タࡓࡋᆅに㐺⥳‴ ࡢ୰ᕝ㐠Ἑࡓࡋ⏝άࢆ

そこで、㸰つのスࢸップについて、௨ୗのとおりලయ的にᥦする。(図 8 参↷)

 ᨵၿࡢᛶࢫࢭࢡࡢᕷẸ⯡୍ࡸࡉすࡸࡋ⨨タࡢ┈タࡿࡅ࠾㸯 ἢᓊ⏝ᆅにࣉࢵࢸࢫ

（㸯）収益施設の設置しやすさのᨵၿ

収益事業者が施設を設置しやすいと考࠼る条件は、施設配置な用地のい方に制⣙がᑡなく、㐺

正な㈤料が設定さࢀていることである。そのため、土地管理者において、収益施設の収益性に応じ、

用地の貸付㠃✚や地௦をᰂ㌾に設定したり、土地㐀成や㥔㌴場、ᾋᱞᶫ、ࣞࢺな基┙施設の整備

を行ࡗたりすることがᚲせになる。 

（㸰）一⯡市民のアクセス性のᨵၿ 

一⯡市民のアクセス性向上策として、名古屋市営バスやささしま࢙࢘ル࢝ムバスといࡗた᪤Ꮡバ

ス㊰⥺の実はもとより、㥔㌴場の設置や、回遊性や連ᆠ性が確ಖできるプロムナーࢻ整備、最ᐤり

㥐における内┳ᯈの設置、Ỉ上交通の利౽性が㧗まる小型⯪用係␃施設の整備が考࠼らࢀる。

と⥳ᆅ࡞ࡳ 㸰ࣉࢵࢸࢫ 333  ㄏᑟࡢ┈タࡓࡋᆅに㐺⥳‴ ࡢ୰ᕝ㐠Ἑࡓࡋ⏝άࢆ

スࢸップ㸯の実施により、収益施設の誘導を進めるための環境整備が整ࡗたẁ㝵において、中川運

河に┦応しい収益施設の誘導を進めることがྍ⬟となる。

ᇼṆ緑地では、Ỉ㠃をᮃ࢙ࣇ࢝ࡴ、都ᚰでバーベ࢟ューがᴦしめるࣛࢢンࣆンࢢ施設、Ỉ㠃にᾋか

、ー࢝ンࢳッ࢟、ス࢘ࣁナࢸン、ᨭ⥺やᮾᨭ⥺では、⊃小地での立地がྍ⬟なコンࣛࢺỈ上ࣞスࡪ

Ỉ㠃やプロムナーࢻの利用者の利౽性向上を図る施設(ࣛンニンࢢスࢸーション、ႚⲔスペースな

。るࢀら࠼までの収益施設の誘導実⦼を生かした収益施設が有効と考ࢀᖿ⥺では、こ、(

４-㸰 ┈タࡢㄏᑟࡢ㐍め᪉ࡢᥦ�ᨭ⥺ࠊᮾᨭ⥺�

ᇼṆ緑地は、収益施設の誘導に向けて条件がẚ㍑的整ࡗているとᛮわࢀるため、ここでは、条件を

整࠼ることがᅔ㞴とᛮわࢀるᨭ⥺やᮾᨭ⥺において、よりヲ⣽に進め方を♧す。

ࣉࢵࢸࢫ � ഛᩚࡢࢻ࣮ࢼ࣒ࣟࣉ

中川運河の沿岸用地のㆤ岸㝿には建≀が建ࡗており、一⯡市民がㆤ岸からỈ㠃をᴦしࡴことがで

きない≧態にある。方、ㆤ岸の⪁ᮙ化にకう補ᙉᕤ事によࡗて生まࢀたㆤ岸の上部空間を活用し

て、プロムナーࢻの整備が計画さࢀている中、㟢ᶫỈฎ理センターな一部で整備が進み、㏆㞄ఫ民

を中ᚰに利用さࢀている。

このことから、プロムナーࢻは、᮶ゼ者のṌ行者ື⥺や回遊性、連ᆠ性の確ಖにᐤし、一⯡市民

を中川運河にいࡊなうࡧỈとしての効果がᮇᚅできるため、ᘬき⥆き、プロムナーࢻをにぎわいゾ

ーン全యにわたり整備していくᚲせがある。

ࣉࢵࢸࢫ �  ‴⥳ᆅᩚࡢഛ

沿岸用地のㆤ岸㝿にプロムナーࢻが整備さࢀ、Ṍ行者用の㐨として活用さࢀ、ある⛬度、ㄆ▱度が

㧗まࡗてくると、運河を═めながら休ᜥ・ᅾするといࡗたニーズが生まࢀるྍ⬟性がある。

⌧ᅾ、沿岸用地には、所ࠎに空地があり、活用方法がᶍ⣴さࢀている。そういࡗた用地をにぎわい

空間の創出に向けて港湾緑地に位置付けるとともに、ᑗ᮶的に、港湾緑地に収益施設の設置ྍ⬟性が

見出ࡏるのであࡤࢀ、空地がⓎ生したẁ㝵で、みなと緑地 PPP の活用を๓ᥦとした港湾緑地整備を進

めることがồめらࢀる。

ᅗ㸶 ୰ᕝ㐠Ἑἢᓊ⏝ᆅにࡿࡅ࠾┈タࡢㄏᑟにྥࡓࡅ⟇ࢪ࣮࣓ᅗ
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ࣉࢵࢸࢫ �  ‴⥳ᆅࡢ౽ᛶྥୖに㈨すࡿᾋᱞᶫタ⨨ 

᮶ゼ者がᅾをᴦしめるように、また、港湾緑地の活用のᖜを広げていくため、ㆤ岸๓㠃にỈ㠃を

ᮃめる港湾緑地の㝃ᒓ施設として、Ỉ㠃の所ࠎにᾋᱞᶫを設置することが有効である。 

ࣉࢵࢸࢫ � ┈タࡢタ⨨ಁࢆす ‴⥳ᆅࡢᇶ┙ᩚഛ 

設置しにくさをᑡしでも⦆和するため、港湾緑地の管理者は、㐺ษな貸付㠃✚や地௦の設定にຍ

の施策をㅮじるᚲせがあ収益事業者の㈇ᢸ㍍ῶにつながる土地㐀成や㥔㌴場の整備、確ಖな、࠼

る。 

ࣉࢵࢸࢫ � ┈タࡢ✀㢮にᛂࡓࡌ㐺ษ࡞㈚㠃✚ࡸᆅ代ࡢタᐃ 

ᨭ⥺やᮾᨭ⥺は、用地が⊃いため、大つᶍな収益施設の立地が㞴しく、こじࢇまりした店⯒が中

ᚰになると考࠼らࢀる。また、㥐から㞳ࢀており、⦾⳹⾤に㏆くないため、ኪ間営業を中ᚰとした業

態も考࠼にくい。 

収益施設には、ከ✀ከᵝなジャンルがあり、定する客ᒙ、客༢価の大小により、上や地௦の㈇

ᢸຊは変ືするため、実㝿に収益施設を誘導するにᙜたࡗては、きめ⣽かなୗ調を行い、㐺ษな貸

付㠃✚や地௦を設定することで、収益事業者の参ධᶵ会のᣑ大や収益施設の設置ྍ⬟性を㧗めてい

くᚲせがある。 

ࣉࢵࢸࢫ � ୰ᕝ㐠Ἑἢᓊ⏝ᆅに㐺ࡓࡋ┈タࡢㄏᑟ 

中川運河沿岸用地のᙉみは、Ỉ㠃に㠃していることであり、Ỉ㠃㏆くにあることで、㨩ຊ度が㧗ま

る収益施設として、例ࡤ࠼、Ỉ上ࣞスࣛࢺン、Ỉ上アクࢸビࢸをᨭするࣞンタルショップな

の誘導が有効である。 

また、ㆤ岸㝿には、プロムナーࢻが計画さࢀているが、整備が進ᤖし、連ᆠ性が確ಖさࢀると、ジ

ョࢠンࢢやサクリンࢢをᴦしࡴことがྍ⬟になる。そのような㟂せに応࠼るࣛンニンࢢスࢸーシ

ョン、⮬㌿㌴シ࢙アサービスもあり、さらに、ேࠎの ᮶が活Ⓨになࡤࢀ、コンࢸナ࢘ࣁスを活用し

た収益施設や࢟ッࢳン࢝ーなの誘導も有効である。 

４-㸱 ୰ᕝ㐠Ἑἢᓊ⏝ᆅにࡿࡅ࠾ ‴⥳ᆅと ‴ᗜ➼ࡢඹᏑにྥࡅて�ᅗ �㺂�� ཧ↷�

こࢀまで、中川運河の港湾緑地に収益施設を誘導するための進め方や方策について㏙てきた。し

かしながら、⌧≧において、中川運河沿岸用地の大༙において、港湾関連の事業が営まࢀていること

から、港湾関連用地から港湾緑地への利用㌿、港湾倉庫等の᧔㏥ᚋの空地における港湾緑地の整備

や収益施設の誘導は、なかなか進まないことがணさࢀる。 

そのため、沿岸用地においてにぎわい空間を創出していくにᙜࡗては、港湾緑地と港湾倉庫等が共

Ꮡできるようᕤኵがồめらࢀるものと考࠼らࢀる。௨ୗに、ᕤኵの方法について㏙る。 

（㸯）港湾緑地への᮶ゼ者のᏳ全確ಖ 

港湾緑地の横に、港湾倉庫等が立地している≧ἣを定する。こࢀらの施設には、ࡗࡦきりなしに

大型ࣛࢺックが出ධりしている。一方、港湾緑地には、市㐨からᚐṌで᮶ゼさࢀるேが大ໃいる。ᚰ

配さࢀるのは、大型ࣛࢺックとṌ行者の交通事ᨾであり、事ᨾをᮍ↛に㜵ࡄには、港湾緑地と港湾倉

庫等の間に、緑地利用者用の㥔㌴場を整備し、大型ࣛࢺックのື⥺と᮶ゼ者のື⥺が㏆᥋しないよう

なᕤኵがᚲせと考࠼らࢀる。 

大型ࣛࢺックと᮶ゼ者のື⥺が㏆᥋しないようにするもう一つのᕤኵは、プロムナーࢻの活用で

ある。᮶ゼ者はプロムナーࢻから港湾緑地にアクセスするよう促すことで、大型ࣛࢺックのື⥺と㔜

なることなく、Ᏻ全にᴦしめるものと考࠼る。 
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配さࢀるのは、大型ࣛࢺックとṌ行者の交通事ᨾであり、事ᨾをᮍ↛に㜵ࡄには、港湾緑地と港湾倉

庫等の間に、緑地利用者用の㥔㌴場を整備し、大型ࣛࢺックのື⥺と᮶ゼ者のື⥺が㏆᥋しないよう
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大型ࣛࢺックと᮶ゼ者のື⥺が㏆᥋しないようにするもう一つのᕤኵは、プロムナーࢻの活用で

ある。᮶ゼ者はプロムナーࢻから港湾緑地にアクセスするよう促すことで、大型ࣛࢺックのື⥺と㔜
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また、運河⫼ᚋの市㐨とプロムナーࢻの間に、港湾倉庫等が立地しており、市㐨からプロムナーࢻ

をどㄆすることが㞴しいことから、プロムナーࢻのධり口を♧す内┳ᯈをྛ所に設置し、᮶ゼ者の

プロムナーࢻの利用を誘導していくことがᮃまࢀる。 

（㸰）収益施設の㏆᥋リスク 

᪤に収益施設が立地している㞄᥋地に空地がⓎ生した場合に、港湾緑地を整備して収益施設を誘

導することはዲましくないྍ⬟性がある。㞄᥋する収益施設間で競合し、最ᝏの場合共ಽࢀするリス

クがあるからである。こういࡗたことから、まとまࡗた用地を確ಖできたとしても、収益施設を誘導

できなくなるྍ⬟性があることに␃ពするᚲせがあると考࠼らࢀる。 
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４-４ まとめと考察

本研究の題である「港湾緑地の㧗度化」については、「港湾緑地」を「᪤Ꮡ緑地ཬࡧ港湾緑地に

利用㌿さࢀ、収益施設の設置しやすさやアクセス性がᨵၿさࢀた港湾緑地」、「㧗度化」を「港湾

緑地に運河のỈ㠃を生かすとともに、土地の特性を㋃ま࠼て、みなと緑地 PPP を活用した港湾緑地へ

の収益施設の誘導を進めることによる一⯡市民でにぎわう空間の創出」と定⩏づけたい。 

名古屋港における港湾≀ὶの中ᚰが市⾤地からἈ合に⛣ືする中、港湾倉庫等が᧔㏥し、空地が出

ጞめている中川運河において、一⯡市民がẼ㍍に᮶ゼできるにぎわい空間の創出を進めるには、行政

が⋡先して、収益施設の設置しやすさや一⯡市民のアクセス性をᨵၿするとともに、港湾緑地におい

て、みなと緑地 PPP を導ධし、Ỉ㠃を生かした収益施設の誘導を進めることがᚲせであると論じてき

た。 

特に、収益施設の誘導の確度がపいとᛮわࢀるᨭ⥺やᮾᨭ⥺については、土地管理者による土地

㐀成や㥔㌴場の設置なの基┙整備、ᾋᱞᶫの設置による付ຍ価値創出、みなと緑地 PPP の活用によ

る貸付㠃✚や地௦設定なのᰂ㌾な対応やᨭがうしてもᚲせになると考࠼る。௬に、本研究にお

けるᥦを実行しようとする㝿には、実用に⪏࠼うるかうかを検ドすきと考࠼らࢀる。例ࡤ࠼、

௬設店⯒を‽備して、事業者にࣛࢺアルしてもらうことも一であるが、ከ㢠の費用とປຊに見合

う࣓リッࢺを見出すことがᅔ㞴であり、⌧実的でないと考࠼らࢀる。また、収益施設の設置を๓ᥦに

港湾緑地を整備したものの、収益事業者の応募がなかࡗたという事態も実㝿に㉳こりうるၥ題とし

て定するᚲせがあり、実用性の検ドの進め方については、ᚋの課題としたい。 

５ むすびに代えて

中川運河の沿岸用地への収益施設の誘導は、にぎわい空間創出に向けたᡭẁであり、ࢦールは、沿

岸用地が一⯡市民の立ちᐤりやすい空間になることであると考࠼ている。そのためには、༢に収益施

設が設置さࢀるࡔけではなく、一⯡市民の౽益ཬࡧ中川運河という都市空間の付ຍ価値の向上がồ

めらࢀ、そのᡭẁとして、沿岸用地を港湾緑地に利用㌿し、収益施設の誘導(港湾緑地の㧗度化)を

進めることが有効と考࠼る。 

本研究では、沿岸用地をᇼṆ緑地、ᖿ⥺、ᨭ⥺、ᮾᨭ⥺の 4 つに分㢮した上で、収益施設を誘

導するためにᚲせな施策やලయの収益施設について調査研究を行ࡗた。ᚋ、沿岸用地を港湾緑地に

利用㌿したᚋ、実㝿に収益施設を誘導する㝿には、用地の収益性とともに、一⯡市民の立ちᐤりや

すさを考៖しながら、最ၿなᡭ法を㑅ᢥすることがᚲせと考࠼る。 

－ 謝 辞 －

本研究を進めるにᙜたり、名古屋市、名古屋港管理組合、名古屋都市センターをはじめ関係ᶵ関の

方ࠎからከくの▱見やࡈ指導を㈷り、この場をおりしましてཌくᚚ♩⏦し上げます。 
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（補注） 

(1)中川運河再生計画に掲げるにぎわい施設等(商業施設や文化・芸術施設)を誘導するため、沿岸用

地(普通財産)の貸付方法を定めた指針

(2)中川運河にある港湾緑地のうち中川口緑地については、研究対象をにぎわいゾーンとしたことか

ら、本編では割愛する。

(3)企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニ

ーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロ

セス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること

(4)民間事業者による賑わい創出に資する公共還元型の港湾緑地等の施設整備(国土交通省港湾局産

業港湾課)
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